
 

 

５年生   実践事例    

「わたしたちの生活と環境」 

 

指導目標 ◎産業の発展や都市化の進展にともなって生じた公害や、その公害から国民の健康

や生活環境を守るための取組の様子を、地図や統計、写真などの資料を活用して

理解し、文章にまとめるとともに、環境汚染から健康や生活環境を守るために

は、企業や行政の取組だけでなく、わたしたち一人ひとりの努力や協力が必要な

ことを、公害とわたしたちの生活や産業とのかかわりを通して、思考・判断した

ことを適切に表現する。 

◎また、京都で起こっている観光公害による京都市民への影響をとらえ、解決する

方策を考えることを通して、これからの京都のまちづくりと自分とのかかわりに

ついて考えようとする 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

京都市で大きな問題となっている観光公害について、観光客が増加していることで、

交通渋滞や市民がバスに乗れないなど、まちや市民の生活に影響が出ていることを理

解し、京都市は観光で発展していることから、観光客、市民それぞれが快適に過ごせ

るためにはどうすればいいかを身近な問題として考えることができる。 

対象学年 ５年生   

対応教科 社会科 

標準校時 ８コマ   

学習構成  

１．鴨川はなぜよごれていたのだろうか 

２．どのようにして今のようなきれいな鴨川になったのだろう 

 

３．京都市の観光公害はどのような影響があるのだろう 

・約 50年前、日本では、各地の工業地帯で公害が起きていたが、工業地

帯ではない京都市の鴨川はなぜ汚れていたのかを考える。 

・産業や生活排水によって汚れていた鴨川は、行政の環境整備や法規制等

によりきれいになり、鴨川の環境を守る大切さを伝える行政と市民の

取組やそれを支える人々の努力できれいに守られていることを知る。 

・京都市では、観光客の増加により、交通の問題やマナーの問題が起こ

り、市民の生活やまちに問題が起こってきていることを知る。 

４．観光公害を解決するためにどうすればよいのだろう 

・京都市は観光の盛り上がりで発展しているので、観光公害を解決するた

めの方法や、自分たちにできることを考える。 
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【学習指導案】 

 

 



 

 

 



 

 

 

  



 

 

 

【単元構想】 

 

 



 

 

 



 

 

 
 

  




